
 

 

参考様式(法第 28 条第 1項関係) 
 

年度の事業報告書 

 
 令和７年４月１日から  令和８年３月３１日まで 

 
 

（認定 NPO 法人北海道こどもホスピスプロジェクト） 

 
１ 事業の成果 

令和 7年度は、生命を脅かす病気や重い障がい等により、家族で過ごす時間や遊びの機会が制限され

やすい子どもたちとその家族に対し、安心して過ごせる居場所づくり、体験活動、病院等と連携した

支援活動を実施した。 

 治療や通院のため札幌を訪れる子どもと家族(小児がんの拠点・連携病院は札幌市内に集中してい

る）の滞在・休息の場である「くまさんち」では、通年で受け入れを行い、病院の近くで安心して過

ごせる場所として活用された。また、治療や通院のための滞在に加え、子どもの成長や家族の節目に

利用されるなど、単なる宿泊・休息の場所にとどまらない「第二のおうち」としての役割も見えてき

た。 

 アウトドア活動やユニバーサル親子コンサートでは、病気や障がいがあっても、家族全員で自然や

音楽を楽しみ、安心して交流できる機会を提供した。参加前には、家族の状況や不安を事前に確認し、

一人ひとりの状態に応じた配慮を行うことで、初めて参加する家族にも安心して参加いただくことが

できた。また、札幌近郊だけでなく、道内各地での活動にも取り組み、より多くの家族に活動を届け

ることができた。 

 病院訪問・遊びの事業では、入院中や治療中の子どもたちに、工作、音楽、季節を感じる体験など、

病院の中でも心が動く時間を届けた。医療機関の職員と連携しながら、子ども本人はもちろん、付き

添いをされている保護者やきょうだい児を含め、家族全体にやわらかな時間を届けることを心がけた。 

 広報・啓発事業では、ホームページ、SNS、活動報告書等を通じて、当法人の活動やこどもホスピ

スの必要性について発信した。活動の成果だけではなく、子どもたちや家族の尊厳・プライバシーに

配慮しながら、活動の背景にある思いや、家族が過ごした時間のあたたかさが伝わる発信に努めた。 

 また、令和 7年度は認定 NPO 法人としての認定を受け、寄付者、支援企業、関係機関との信頼関係

を大切にしながら、持続可能な運営体制の整備に取り組んだ。今後も、生命を脅かす病気とともにあ

る子ども本人の声に耳を傾け、保護者やきょうだい児を含めた家族全体が、地域の中で孤立せず、家

族らしい時間を重ねられる社会を目指して活動を継続していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

(単位：千円) 

生命を脅かす

病気や障がい

等を持つ子ど

もとその家族

へのレスパイ

トサービス・

ビリーブメン 
トケアを始め

とする緩和ケ

アの提供 
 

治療・通院等で札幌を訪れる

子どもと家族が安心して滞

在・休息できる場所として「く

まさんち」を運営した。 

 

(A) 通年 

(B) くまさんち 

(C) 12名 

 

D) 病気の子

どもとその家

族  

(E) 74組／

188 日間 

子ども 113 名

大人 122名

（延べ人数） 

 

254 千円 

生命を脅かす

病気や障がい

等を持つ子ど

もとその家族

へのレスパイ

トサービス・

ビリーブメン 
トケアを始め

とする緩和ケ

アの提供 
 
 

病気や障がいのある子どもと

家族を対象に、自然体験・家

族交流を目的としたアウトド

ア活動を実施した。 
 

(A) 年 6 回 

(B) 支笏湖、 

屈斜路湖、 

サホロ湖、 

キトウシ森林

公園等 

(C) 延べ 57名 

 

(D) 病気や障

がいのある子

どもとその家

族 

(E) 32 家族、

子ども 60 名、

大人 60 名（延

べ人数） 

 

2,551,千円 

生命を脅かす

病気や障がい

等を持つ子ど

もとその家族

へのレスパイ

トサービス・

ビリーブメン 
トケアを始め

とする緩和ケ

アの提供 
 
 

家族で安心して音楽を楽しむ

機会として、ユニバーサル親

子コンサートを実施した。ア

ウトドア活動への参加が難し

い家族にも参加しやすい室内

での交流機会となった。 
 

(A) 年 4 回 

(B) 札幌、旭川、

釧路、帯広 

(C) 延べ 25 名 

 

(D) 病気や障

がいのある子

どもとその家

族 

(E) 28 家族、

子ども 22名、

大人 46 名 

435 千円 

生命を脅かす

病気や障がい

等を持つ子ど

もとその家族

へのレスパイ

トサービス・

ビリーブメン 
トケアを始め

とする緩和ケ

アの提供 
 
 

小児がん経験のある 10 代の

子どもたちを対象に、同じ背

景を持つ仲間と出会い、安心

して経験や気持ちを語り合え

る 1泊 2日の集いと、同窓会

を札幌で１回実施した。 

 

(A) 年２回 

(B) ニセコ 

(C) 延べ６名 

 

(D) 小児がん

経験のある

10 代の子ど

も 

(E) ８名 

 

53 千円 



 

生命を脅かす

病気や障がい

等を持つ子ど

もとその家族

へのレスパイ

トサービス・

ビリーブメン 
トケアを始め

とする緩和ケ

アの提供 
 
 

北海道コンサドーレ札幌との

連携により、バギーや車椅子

の利用が必要な子どもと家族

を対象に、試合観戦のサポー

トを行った。 
 

(A) 年 5 回 

(B) 札幌ドーム等 

(C) 延べ 10 名 

 

(D) バギーや

車椅子の利用

が必要な子ど

もとその家族 

(E) 8 家族 

 

10 千円 

生命を脅かす

病気や障がい

等を持つ子ど

もとその家族

へのレスパイ

トサービス・

ビリーブメン 
トケアを始め

とする緩和ケ

アの提供 
 
 

医療機関等を訪問し、入院中

や治療中の子どもたちに、工

作、音楽、季節を感じる体験

等を提供した。 
 
 

(A) 通年・年 8回 

(B) 医療機関等 

(C) 延べ 18名 

 

(D) 入院中・

治療中の子ど

も 

(E) 子ども

213 名 

 

595 千円 

こどもホスピ

スに関する実

態調査や啓発

及び普及活動 

 

活動報告書の作成、SNS・ホー

ムページによる情報発信、講

演等を通じて、当法人の活動

やこどもホスピスの必要性に

ついて広報・啓発を行った。 

 

(A) 通年 

(B) 北海道内・オ

ンライン 

(C) 3 名 

 

(D) 一般市

民、支援者、

関係機関等 

(E) 不特定多

数 

 

304 千円 

こどもホスピ

スに関する実

態調査や啓発

及び普及活動 

 

活動報告、企業・団体への訪

問・連携及び、学会・交流会・

勉強会への参加等を行った。 

 

(A) 通年  

(B) 北海道内、東

京都、福岡県等 

(C)延 11名 

 

(D) 支援企

業、団体、 

個人寄付者、

関係機関等 

(E) 不特定多

数 

 

713 千円 

 

(2) その他の事業 

実施しなかった。 

[作成上の注意事項] 

１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにし

て記載してください。 
 ２ ２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその

他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載してください。 


